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■概要■ 

 トランスポートサービスは，OSI 参照モデルにおけるトランスポートレイヤ（レイヤ 4）
にあたる機能となる．クライアントアプリケーションからの通信要求に対して，サーバに対

して，サーバ-クライアント型の通信形態でトランスポートセッションを確立し，中継ネット

ワークを介して，下位のネットワークレイヤ（レイヤ 3）／データリンクレイヤ（レイヤ 2）
／物理レイヤ（レイヤ 1）の機能により，クライアントからサーバまでを介して End-to-End
にデータを伝送する． 
 トランスポートレイヤのプロトコルの代表的なプロトコルは，TCP（Transmission Control 
Protocol），UDP（User Datagram Protocol）である．TCP はコネクション型でかつ信頼性保証

（到達確認保証）ならびにネットワークのフロー制御（輻輳制御）を実現し，Web サービス

（HTTP），ファイル転送（FTP），メールサービス（SMTP）などで最も一般に使われるプロ

トコルである．UDP はコネクションレス型で信頼性保証（到達確認保証）はないプロトコル

であり，本特徴ゆえに Latency の短い通信や，マルチキャスト・ブロードキャスト通信，リ

アルタイム性通信，高スループット通信などで用いられることが多いプロトコルである． 
 その他，上記 TCP/UDP では性能要件が満たせないことから，トランスポートプロトコル

として DCCP（Datagram Congestion Control Protocol），RTP（Realtime Transfer Protocol），SCTP
（Stream Control Transmission Protocol）他，各種プロトコルが規定されている．DCCP は，伝

送遅延の制約があるデータ伝送を TCP と同様の公平性制御／フロー制御を行う伝送向けに

設計され，TCP との違いは，データの信頼性保証（到達確認保証）はしない点であるが，後

述するRTPとは異なりリアルタイム通信の再生時間を制御するといった機能はない．RTPは，

映像や音声データなどリアルタイム通信の制約があるデータ伝送向けに特化して設計され，

再生時間情報に基づき受信側でデータを再生することのできる（廃棄されたパケットや遅延

したパケットは無視して再生することが可能）プロトコルで，UDP を下位レイヤに用いた

RTP over UDP での利用形態が一般に用いられている．SCTP は，VOIP などのシグナリング

メッセージ通信をより高信頼に伝送することを目的として設計され，TCP と同等のフロー制

御，到達確認制御など信頼性のある通信制御機能をもつが，TCP との違いは，TCP のような

バイト転送型とは異なりメッセージ転送型の通信を行う点，セッションごとに複数の IP アド

レスを割り当てられるマルチホーミング機能，マルチストリーミング機能を有する点である． 
 以上のように，トランスポートサービスによって提供される機能は，(1)コネクション型／

コネクションレス型，(2)パケット転送順番保証，(3)パケット転送の到達保証（再送制御），

(4)フロー制御（輻輳制御），(5)サービスポート番号による多重制御，(6)再生時間制御，(7)高
信頼伝送向けマルチホーミング制御などであり，これらの機能の有無，性能の機能用件の違

いのために，上記 TCP，UDP，DCCP，RTP，SCTP 他のプロトコルが規定されてきた．本編

では，それぞれのプロトコルの特徴の詳細について議論する． 
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【本編の構成】 

 本編では，前半で TCP/UDP などのトランスポートサービスの基礎について述べ，後半に

近年各種サービス向けに拡張が施されたトランスポートサービス各種をとり上げ，それらの

機能特徴について述べる． 
 1 章で TCP（Transmission Control Protocol）基礎，2 章で TCP の改善，3 章で TCP 性能評価，

4 章で UDP（User Datagram Protocol）と DCCP（Datagram Congestion Control Protocol），5 章

で RTP（Real-time Transfer Protocol）と RTCP（RTP Control Protocol），6 章でその他のトラン

スポートプロトコル（SCTP，XCP，DCCP，UDP-Lite），7 章でトランスポート層プログラミ

ングの章構成をとる． 
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